
【造園工事業】

職種：造園企画　　職務：営業

【概要】

自社で受注できる造園工事に関する知識を基に、公共事業、民間の造園（庭園）工事など既存顧客や新規見込み客に対して営業活動を行うことで会社の収益向上に寄与する職務をいう。

【仕事の内容】

顧客は国、地方自治体等の公共、発注実績のある既存顧客、造園工事を発注する見込みのある顧客に大別される。

営業活動では、既存取引先の深耕のための効果的・効率的な訪問に加えて、モデルガーデンの展示や提案営業、インターネット等のマルチメディアを活用した情報発信が必要とされる。

造園工事においては、毎年の植物の剪定などの維持管理が必要となることから、営業活動の過程において、既存顧客に対しての維持管理の提案など現場と連携した顧客フォローが重要である。
【求められる知識・経験・能力】

· 営業活動を行うには、顧客に提案するための造園工事全般に対する知識が必要である。そのため、入職にあたっては職業学校等で造園に関する一般的な知識を有していることが最低条件となる。経歴採用の際は、関連業界または市場動向の専門知識や人的ネットワークなどの実践的な職務遂行能力が問われる。

· 営業の仕事は顧客を直接相手とする仕事であることから、積極性や実行力、協調性やコミュニケーション力などの対人スキルが何よりも重要である。特に最近では提案営業や顧客との信頼関係の構築を強化できる能力の重要性が増している。
【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定

・造園技能士(1級、２級、３級)［厚生労働省、都道府県、中央職業能力開発協会］
建設業法に基づく国家資格

・造園施工管理技士（１級、２級）［財団法人　全国建設研修センター］
・土木施工管理技士（１級、２級）［財団法人　全国建設研修センター］
民間資格

・造園基幹技能者［社団法人　日本造園組合連合会、社団法人　日本造園建設業協会］

・街路樹剪定士［社団法人　日本造園建設業協会］

・植栽基盤診断士［社団法人　日本造園建設業協会］　等

【平成11年度改訂・労働省編職業分類（小分類）との対応】
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